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基本諸元 ， ， ， ， および歯数 を
与えると，歯車諸元は式（ ）（ ）によって求め
られる．なお右および左歯面は，図 に示すよう





























つぎに，歯車諸元 ， ， ，
， を与えて，逆にこの歯車を創成するラッ
クの諸元を求める．このとき式（ ）（ ）および式
（ ）は ， ， ， および を既知知数とし，


























歯車 および をそれぞれ歯車 （ ， ， ，
































および である．軸角 ，オフセット および組
み立て距離 ， は，基本諸元（ ， ， ， ，
， ， ， ）の関数として以下のように求
められる．
（ ， ， ， ） （ ）
（ ， ， ， ， ， ， ）（ ）
（ ， ， ， ， ， ， ）（ ）
（ ， ， ， ， ， ， ）（ ）
次に組み立て諸元を与えて逆に基本諸元を決定
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する場合，歯数 および は通常始めに与えら
れている．いま をある値に設定すると，式（ ）
（ ）は， ， ， ， を未知数とする四元
の連立方程式となる．これらを数値計算によって
解く．この操作を繰り返し，最適の ， ， ，
， を決定する．






































ル径 は ， および歯車の基本諸元 ， ， ，
， の関数







































（ ） （ ）
ここで
（ ， ， ， ， ， ， ， ）
歯車 および の材料の許容圧力の小さ
い値
， 歯車 および のポアソン比




























































設計製作システム），機論， ， （ ），
（ ）三留謙一，円すい形インボリュート歯車の研
究（第 報，一対の歯車のかみあいについて），





























ヤの創成法，機論， ， （ ）， ．
（ ）大町竜哉，三留謙一，田村健，小松原英範，
コンケーブコニカルギヤ用歯車研削盤の試作研

















論， ， （ ）， ．
（ ）三留謙一，奥田敏人，大町竜哉，山崎隆，
球形歯車の新しいホブ切り法の開発，機論，



















（第 報，歯面創成理論），機論， ，（ ），
．
（ ）菊池寿真，大町竜哉，三留謙一，ギヤシェー
パによるコンケーブコニカルギヤの歯切り法
（第 報，歯面の主曲率半径，許容法線荷重，
および一対の歯車の設計），機論， ，
（ ）， ．
（ ）
（ ）
